
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・溶接に伴う組織変化（模式図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

析出した鉄 

鉄が満遍なく析出しており、耐食性良 

母材部のジルカロイ結晶構造（鉄濃度低） 

析出していた鉄は粒内に固溶 

高温となり、結晶構造が変化（鉄が固溶） 

溶接により

熱が加わる

部分 

母材部 

チャンネルボックス本体側 

クリップ 

【鉄濃度分布】 

針状組織 

（鉄濃度低） 

鉄 

（筋状に析出） 

鉄 

（満遍なく析出） 

鉄の濃度の低い針状組織が粗大化し、鉄が筋状に析出 

→耐食性低 

チャンネル

ボックス 

クリップ 

当て金 

（ボルトの締め付けにより 

 当て金を固定） 

 

ボルト 

鉄が満遍なく析出 

→耐食性良 

＜組織観察・元素分析＞ 

＜当て金の取り付け状況による影響調査＞ 

チャンネル 

ボックス 
密着面 冷却速度が遅い 

冷却速度が速い 

クリップ 

当て金の取り付け状況によりチャンネルボックス

の片面に密着した場合、密着面の冷却速度が低下 

当て金 

①他の溶接部と比較してクリップ接合部において加わる熱量が大きい 

②当て金の取り付け状況により冷却速度が低下 

→針状組織が粗大化し、鉄の濃度が低下した領域が増加 

鉄 

（筋状に析出） 

針状組織 

（鉄濃度低） 

溶 

接 

前 

溶 

接 

中 

溶 

接 

後 

＜推定原因＞ 

クリップ接合部断面 

溶接により熱が加わる部分の鉄濃度分布 

母材部の鉄濃度分布 

（母材部の組織） 

使用中に腐食が発生し、欠損に至る 

（欠損に至らない組織例） 

製造欠陥（溶接不良）に係る調査および推定原因の概略 
（添付資料） 

冷却速度が遅い場合 冷却速度が速い場合 


